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台湾の基本情報 
• 人口：2.343万人 

• 面積：36.193平方Km（九州よりやや小さい） 

• 住民：本省人（73％）客家人（13％） 

    外省人（8％）原住民（2％） 

• 主要言語：中国語、台湾語、客家語、原住民語 

• 宗教：仏教、道教、キリスト教など 

• GDP: 5.023億米ドル（世界25位） 

    輸出額：3.032億ドル（17位） 

    輸入額：2.701億ドル（18位） 

    経済成長率：3.51％（2014年） 

• 主要産業：電気、電子、鉄鋼金属、繊維、精密機械 



台北駐日経済文化代表処の構成 

•1972年9月29日日本と中華人民共和国が国交樹立し
たことに伴い、台湾との正式外交関係を断絶しま
した。 

•日台間の実務関係を維持する為、相互に弁事処（
在外公館）を設置、台湾側の「亜東関係協会」、
日本側の「交流協会」はそれぞれの代表機構とな
る。 

•1992年5月に「台北駐日経済文化代表処」に改名、
現在東京、大阪、横浜、福岡、沖縄、札幌など6個
所の事務所を持つ。 「交流協会」は台北、高雄二
つの事務所がある。 

•窓口として日台間様々な交流と往来を担当する。 



駐日代表処の建物外観 

 

駐日本代表処の建物外観

建物はわが国出身で日本在住の著名な建築
家、郭茂林氏の設計、監督によるもので、
1989年2月9日に落成した。



駐日本代表処代表の公邸外観 

駐日代表公邸もわが国出身で日本在住の
著名な建築家、郭茂林氏の設計、監督に
よるもので、1989年2月9日に落成した。 



台湾の対外関係 

1.厳しい国際環境に面する 

2.正式外交関係を有する国は22カ国 

 中南米（12） 大洋州（6） 

 アフリカ（3） 欧州（1） 

3.79カ国で代表機構を設置する 

 事務所全部120個を持つ（日本6、米13） 

4.ノービザ適応国142カ国と地域 

5.22カ国の友好国との関係維持、アメリカや 

 日本、EU諸国との実務関係増強 

 

  

  

 



台湾の対外関係 

6. 中国大陸の全力阻止や妨害の下で、国際機構 

 また地域経済統合（ＴＰＰなど）の参加、貿易 

 協定（ＥＰＡなど）の締結に努力： 

 2013年3月.米と貿易投資枠組み協議の再開 

 ＞  7月.ニュージーランドと経済合作協定 

 ＞  11月シンガポールと経済貿易協定  

 国際社会において人道援助者、文化交流推進者 

 の役割を果たす 



近年の台日関係ｰ緊密な交流 
一、特別パートナーシップと位置付け、日台関係を重視 

二、人的な往来： 

   ２０１３年日本国会議員１１９人、知事（副知事）３１人訪台 

   ２０１４年＞      ９９人、       ３０人訪台 

  ・２０１１年「台日オープンスカイ協定」調印、観光客が年々増え 

   ２０１４年相互往来人数４６０万人（訪日２９７万・訪台１６３万） 

   台湾人は来日外国観光客の一位となった 

  ・現在台日間往来する航空便数毎週４６１便 

三、経済交流： 

  ・日本は台湾にとって第３の貿易相手、台湾は日本にとり第４の貿易相手 

  ・昨年の台日間貿易額６１６億米ドル 

  ・２０１０年４月３０日台日双方交流と協力の強化に関する覚書を締結 

  ・２０１１年９月台日投資協定を結ぶ、産業連携架け橋プロジェクトの推進、 

   台日産業連携推進オフイスを設立 

    ・２０１３年４月台日民間漁業取り決めを署名 

  ・２０１３年１１月台日間６つのＭＯＵを締結（電子ビジネス、特許優先権、鉄道       

   交流、薬事規制協力、航空機捜索救難協力、金融モニタリング協力など） 

  ・２０１４年１１月台日間新たに４つのＭＯＵを調印（観光、特許手続、原子力発 

   電、出入国管理など） 

   



近年の台日関係-緊密な交流 

四、文化交流： 

 双方の団体は日頃に芸術
、音楽、書道、伝統工芸
、 

 映画、スポーツ、地方祭
りなどを通じて頻繁に交
流している、近年主なの
交流やイベント： 

＊2012年11月台湾の国家交
響楽団来日公演 

＊2013年4月日本宝塚歌劇
団の台湾初公演 

 



近年の台日関係-緊密な交流 

＊2014年6月故宮博物院文
物東京と福岡の展示 

＊2014年9月福岡国際映画
祭で台湾映画8作品上映 

＊2013と2014年青森ねぶた
台湾新竹のランタン祭り
で登場、大人気 

＊2015年2月札幌雪祭りに 

 台湾行天宮（関羽）の 

 大氷像を出展 

＊2015年8月宝塚劇団2回目 

 の台湾公演 



地方交流（青森と台湾） 
 
一、日本と台湾の地方自治体は各自の特徴を持って頻繁な 
  交流を行う 
二、地方交流を重要視、内容は多様化＞ 
 ＊知事（議長）の引率、行政と関係業者など同行 
 ＊農林水産のPRと輸出、投資や観光客の誘致活動など 
 ＊温泉、伝統まつり、観光スポットを通じ相互交流 
 ＊ユニークなイベント：台日間同じ名前の鉄道駅32ヶ所 
三、両国民理解を深まる＞相互に親近感 
    2014年3月-8月まで一日同名駅長の全国募集、11月台湾で 
  実施、小林幸子親善大使と一緒に台湾訪問  
 
  板橋-桃園-富岡-大山-日南-清水-追分-豊富-豊原-大里 
  亀山-中里-新城-平和-豊田-南平-大富-瑞穂-大村-田中 
  水上-新市-大橋-岡山-竹田-東海-池上-関山-竹中-横山 
  富貴-松山 
 
  ＊道後温泉と北投温泉 岐阜美濃と高雄美濃 
 
  
   



小林幸子親善大使と３２同名駅長の任命式 





青森と台湾 
 
三、青森と台湾の交流： 
  相互訪問＞三村申吾県知事が幹部と関係業者を引率し 
       台湾を訪問。台湾新竹縣長邱鏡淳と 
       地方関係者も青森訪問 
  農業交流＞2014年青森りんご台湾へ輸出量2万737トン 
       青森輸出りんご量の83％占め（台側統計） 
       外国から台湾へのりんご輸入量： 
       米国１位（６５％）日本２位（２３％） 
       チーリ３位（９％） 
  民間往来＞青森日華親善協会（会長:山崎力参議院） 
              日本友人と台湾の親善交流 
      ＞2013年青森ねぶたの台湾新竹ランタン祭りに 
       初参加、2014年元宵節も登場 
      ＞青森市と新竹県友好交流協定を結び（2014年 
       10月17日） 
        
   
   
   
 

 
  
   



三村知事とミス林檎あおもり台湾でのPR 



新竹県と青森市の友好交流協定締結式 
鹿内博市長と邱鏡淳縣長2014/10/17 

 



台日間の国民感情 

＊両国民の意識調査について 

・当代表処が2011年6月に世論調査会社に委託し、
日本人を対象した世論調査の結果、66.9％の人 

    が台湾に「親 

    近感」を持ち 

    、91.2％が「 

    台日関係 は良 

    好」であると 

    考え、84.2％ 

    が「台湾は信 

    頼でき る」と 

    回 答し た。 
2828

どちらかと
いえば身近
に感じない

25.7%

全く身近に
感じない

7.3%

どちらかと
いえば身近
に感じる
47.6%

とても身近
に感じる
19.3%

您是否對台灣有親近感您是否對台灣有親近感??

非常に良い
18.7%

どちらかと
いえば良い

72.5%

非常に悪い
0.3%

どちらかと
いえば悪い

8.5%

您認為現在的台日關係是否您認為現在的台日關係是否
良好良好??

資料來源：駐日本代表處於2011年5月18日至5月23日委
託尼爾森民調公司調查報告

對於是否對台灣有親近感的問題、
回答「相較來說感到親近(47.6%)」
為最多、與「感到非常親近
(19.3%)」合計為67%。

對於現在的台日關係、認為「相較來說
良好(72.5%)」的超過70%、與「非常
良好(18.7%)」合計為超過90%的受訪
者認為台日關係良好。



台日間の国民感情 
• 日本の交流協会台北事務所が2012年3月に発表し
た「2011年度台湾における対日世論調査」による
と、台湾の53％の人が日本と台湾の関係は良好で
あると考えており、2009年の調査より25ポイント
上昇した。また、台湾の54％の人が日本は信頼で
きる国であると回答し、09年度より13ポイント上
昇した。そのほか、台湾の75％の人が日本は親近
感のある国であると答え、前回調査より13ポイン 

   ト上昇した。 

   これらは台日 

   両国 民の間に 

   友好的感情が 

   あることを示 

   して いる。 



今後の台日関係への期待  

＊「活路外交」政策の下、台湾の国際社会参加及び地
域 
 貢献、特に台日関係の更なる増強を図り、両国経済
投 
 資、文化、観光等の分野で引き続き成果の向上。  



今後の台日関係への期待 
1、台日国会議員外交の継続推進 

・台湾側「立法院台日国会議員聯誼会」と日本側「
日華議員懇談会」（超党派273名）の交流強化 

2、地方交流にの協力と支援 

・日本の各都道府県および市町村等の自治体首長の 

    訪台、並びに台 

    湾の各 県市政府 

    首長の訪日をサ 

    ポート、地 方観 

 光、 物産、経済 

 、文化等の交流 

 促進。 

2012年6月26日頼清徳・台南市長が訪問団を
伴い訪日、東京で農産品をＰＲ 



今後の台日関係への期待 
3、台日間締結した各種協定の内容実現 

・2010年4月30日亜東関係協会と交流協会が 「台日
双方交流と協力の強化に関する覚書」を調印、二
国間の経済、文化、科学技術、防災、観光、海事
、環境医療など15項目の内容を包含、それぞれの
取り組むと実現 

・ＷＴＯの枠組みの下で経済連携協定（ＥＰＡ等）
を通し東南アジアや中国市場へ共同進出、双方の
利益となる 

4、青少年と次世代の相互交流の強化 

・親日派（知日派）の減少と高齢化 

・留学、修学旅行、学生交換、ホームステイなど通
じ相互理解を深め（共鳴共感の接点を作る） 



今後の台日関係への期待 

          お結び 

 台日関係は1972年国交断絶以来一番よい時期 

 両国民の相互親近感と信頼感を重要視、双方政
府と民間の力を合わして、日台関係のさらなる 

 邁進と発展を心よりお願い申し上げます。 

 

 

          ご清聴 

      ありがとうございました 


